
1 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

避難生活避難生活避難生活避難生活

・一度、住民・専門家・行政でシミュレーションし広報で
報告

避難場所までの
ルートは安全か
ブロック塀、山道等

地震、津波を逃れた
後の生活（食事、睡
眠）ができない

避難ルート避難ルート避難ルート避難ルート

避難中、家の瓦が
頭に落ちてケガをす
る

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と
誰    が誰    が誰    が誰    が い    つい    つい    つい    つ

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策

・山間部ですから避難場所をみんなに知ってもらう
・避難ルート、場所を事前に確認して何回も実行してお
く
・ルート耐震診断
・避難場所は二つ　まずは自分の身を自分で守る、そ
れから
・避難場所、ルート図を作成し町内各所に貼り付ける
・広報ちらしで避難場所の案内をする
・避難案内の時、注意事項も一緒に

津波が20分以内に
押し寄せてくるので
心配
避難路が心配

耐震診断済みの家
の情報があればい
いのでは
家具も含めて

津波が来る時、ケガ
をして逃げられない
状況だったら、一人
で住んでいるのでど
うすればいいのか

・足腰の弱い方のいる家庭に簡易搬出具を考案し配布
・助けが必要な人の情報を事前に把握、助けにいく人
を決めておく
・ノコギリ、ロープ、カケヤ、ショウレン、資機材　救助人
員

近所に高齢の方
（体が不自由）がい
るが、助けることが
できない

津波の避難場所が
地震により崩れたら
避難場所に行けな
い

避難場所の備蓄状
況は

津波が来た時の避
難場所がわからな
い

避難場所避難場所避難場所避難場所

被災後、避難場所
での生活が心配
特に衛生面

避難生活をする場
所は、本当に生活
できる環境なのか

避難場所の運営
仕切る人は？

地震の時に食事の
用意を誰がするの
か
普段から決めておく

・避難生活には野外生活具（キャンプ用品が有効）
・避難生活での基本ルールを事前に決めておく
・津波避難場所は数カ所必要　生活場所はまとめて
・行政の支援の前に各人の１～２日分の携行が必要

地震の時の各地区
の世話役及び役員
をかっちり決めてお
く

テレビ、風呂、トイ
レ、冷蔵庫、炊飯

山の近くの住家が
多い
山、崖崩れが約120
世帯　心配

住民に高齢者が多
い
避難の困難性

足腰の弱い人をどう
やって避難させるか

各人の心配各人の心配各人の心配各人の心配

須崎会場開催地

自分の住宅の強度
がわからない
（どれくらいの震度
で天井が落ちると
か）

救助資機材の不足
設置（行政）の要望

就寝中の地震で対
応できるか心配

まず、ガスの元栓？
耐震装置とかはあ
るのでは
津波のところではあ
まり心配ないのでは

倒壊の心配倒壊の心配倒壊の心配倒壊の心配

古い家が多い
家の倒壊が心配

はさまれている時、
火災が発生し、焼死
する

―

救護救護救護救護
倒壊家屋からどう
やって救出するか

情報収集のための
防災無線（市）は屋
外機１基で地域の
家庭への子機の設
置を要望

高い波であれば500
ｋ以上の速さでは
やってこない
チリ津波は18,000ｋ
の地球の裏から24
時間で日本へ届い
た
高波ではない

地区によっては、３
日以上の備蓄がい
るのでは
地区毎のライフライ
ン復旧予定

津波は台風の時に
発生する大波や高
波とは違う
入り江の一番奥
（津）で発生する波
である

1階に住んでいるの
で、建物の倒壊が
恐ろしい

―

動けなくなっている
時、津波が来て溺
れ死ぬ

備えがあまりできて
ない（食料、水な
ど、ラジオとか）

避難ビル、夜なので
施錠されているので
は

夜、起こった時、庁
舎に入れるのか
庁舎に１人しか来て
ない状況でどうすれ
ばいいのか

沖へ出て、その時に
家や木材等を押し
流し、１５分位して
から急流となって二
波三波で押し寄せ
る

・体験者の方の話にあったように、津波と高い波は違う
ということを知ってもらう（県の職員研修のビデオで気
づきました）

津波は大昔から伝
えられているとお
り、「底潮」が動くと
言われ、海面上に
は殆どみられない
入り江の一番奥で
ふくれ上がり、一旦
陸地に入った海水
が引き潮になっ
て・・・

体験情報体験情報体験情報体験情報



2 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

近所に足の不自由
な老人がいるので
声をかけて安全確
認をする（心配）

津波が発生したら
逃げる事であるが
①身障者、病人等、
自宅療養者につい
てどうするか
②自主防災会、隣
近所の方とコミュニ
ケーションを図って
おく
③病人及び身障者
を含めた検討会

・自然の避難場所だけではダメ
・３F以上の民間建物の活用
・貯水槽の弱さ対策
上記に対して「視察」

・防災員
・防災倉庫　山の上でもボート
・コミュニケーション（地域）設備
・バイオトイレ

・戸締まり貴重
・家が壊れた場合、後の防犯の事も対策を考
える

糺鴨神社避難場所
にしては狭くないか
鳥居は大丈夫か？

地震、津波に対する
避難のタイミング
（防災無線は？）

地震後、津波に備
え壊れない建物に
避難できないか
例）ハローワーク、
商工会議所、大規
模店舗屋上

身体の不自由な住
民を知らない

指揮系統は？

浸水すると土地が
低いので救助等の
対策はどんなにす
るか
冬の寒い時に水に
濡れると着替え等
が困ってくるので、
身の回りの心配も
困ってくるが（避難
場所受け入れの対
策は）

家が山の際で崩れ
るのが心配

老人（手足の不自
由な人）の看護の必
要な人をまず救護
する事の手はず

市の連絡放送のマ
イクが聞こえづらい
のでその対策を考
える

避難場所にトイレが
ない水がない
（井戸を掘ったら良
い）

その他その他その他その他

対策本部と避対策本部と避対策本部と避対策本部と避
難場所の連絡難場所の連絡難場所の連絡難場所の連絡

訓練をあまりしてい
ない

手助け手助け手助け手助け

開催地 須崎会場

トイレトイレトイレトイレ

避難場所にトイレが
ない

避難場所のトイレ設
置
避難場所への電灯
設置

一時避難後、総合
避難所はどこだ

総合避難場所総合避難場所総合避難場所総合避難場所

高野山（西町）
①避難の場合、山
へ逃げる山道の件
「絶対」に山道は使
用できない
②道が狭い　つえる
別に道を作るべきで
ある

備蓄がない

避難場所糺鴨神社
への老人等の避難
路は危険で場所も
狭いと思う

避難場所の階段の
端に1.5ｍ位のス
ロープを作ったが勾
配がきつ過ぎる（鴨
神社）

場所適正場所適正場所適正場所適正

土砂崩れと土石流
の恐れがある地区
がある

避難場所の裏山の
貯水槽が壊れない
か心配（東糺町神
社）

避難路の照明は現
行の停電の対応を
太陽光蓄電等

夜暗夜暗夜暗夜暗

夜の場合は電気
（外燈）はなくなると
思われるので避難
場所は太陽光蓄電
の外燈がほしい

地震の後には、約２
０～３０分で津波が
襲来してくるが、避
難場所に行くための
対策、夜間の時は
特にどうするか（老
人弱者はどうするの
か）

地震が発生すると
第一に命を守るた
めに（夜間で住家に
居る時の夜間）、建
物が被害を受ける
と、避難するために
道路に出ることが出
来なくなる

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と

ブロック塀のある道
路は道が通れなくな
る恐れがある為、地
区の危険道路を地
区民に伝える

地震でブロック塀や
家屋が倒れて避難
道が通れない

避難場所に行く途
中、狭い通路の両
脇のブロック塀が倒
れる恐れがある

誰    が誰    が誰    が誰    が

道路道路道路道路

い    つい    つい    つい    つ

避難場所を知らな
いので困る

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策
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自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

・隣人同士の声かけ
・避難訓練の充実

その他その他その他その他 ―
自分の家族を一番
に守る

災害弱者への災害弱者への災害弱者への災害弱者への
対応対応対応対応

・情報の処理方法のルール化
・情報内容の徹底周知
・防災無線を活用する
・家族の連絡場所を決めておく（方法も）
・家族で連絡方法を決めておく

・自主防の充実（実行力をつける　会員を増や
す）

家屋の復興に大工
さんは足りるか

避難場所にトイレが
少ない

日頃会話がない人
をどのように助ける
か

負傷者をどこに収容
するか

仮設住宅の建設場
所がない

トイレットペーパー
少ない

須崎は津波がきた
ら一番困ることは材
木をどうするか（大
きな外材→二次災
害）

水・食料品が不足す
る

死者をどこに収容す
るか

飲料水の確保が心
配だ

・量販店との応援協定も必要

耐震強度（家屋） 家屋の空素化と老
朽化のため地震に
対して耐えられない

耐震診断を受けても
改修費の問題

・改修費用の負担補助を考える
・家屋の耐震改修が必要

津波で家が流され
る

津波、地震から災害
を最小限に防ぐに
は・・・

・各ブロック別に避難訓練を行う

避難生活避難生活避難生活避難生活

開催地 須崎会場

自主防災組織自主防災組織自主防災組織自主防災組織

建物の耐震化建物の耐震化建物の耐震化建物の耐震化

自主防災組織がで
きていないので役場
に「～してくれ」が殺
到すること

地震発生時より津
波までの時間が問
題

津波でけが人、死者
が多数出る

津波津波津波津波

地震後に火災が起
こる

情報の正確性情報の正確性情報の正確性情報の正確性

地震により津波が
起こる

デマ・間違った情報
の流布

遠くに離れて暮らし
ている家族と連絡が
とれなくなること

高齢者、独居老人
の問題

高齢者対策

高齢者用施設が海
辺に建っている

高齢者、要援護者を
守るための対策
は？

地域の福祉施設は
地震時の対応を考
えているか？わから
ない

災害弱者をどうやっ
て助けるか

水道が止まる

低地の収容施設
は、使用不可になる

役場や消防署が浸
水する

避難路避難路避難路避難路

避難路の確保 避難路が整備され
ていない

津波で道路が遮断
される

い    つい    つい    つい    つ

・避難場所への経路の矢印
・避難通路の整備

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と
誰    が誰    が誰    が誰    が

避難場所避難場所避難場所避難場所 津波について逃げ
る場所が少ない
安全ではない

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策

・２階に居た時はそのまま地震が終わるまで待つ
・逃げる為、どうしても人工的な高台をつくる
・避難場所を早急に整備すること

避難場所がこれで
十分か

避難指定場所のガ
ラス等は大丈夫か

津波の時に逃げる
場所



4 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

誰    が誰    が誰    が誰    が い    つい    つい    つい    つ

地震は恐い！地震は恐い！地震は恐い！地震は恐い！
どうする？どうする？どうする？どうする？

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策

・個々が自分を守る事を考え、最低限の備えとシミュ
レーションをくり返しおこなう
・大事なものだけを持ってすぐ逃げる
・家を出るとき必要なものを用意して手近に置く
・家を出る前に火の用心に十分注意する
・危険箇所・住宅を確認して対策を講じておく
・浸水しない高台への避難場所の設置
・地区内の避難道路を広げる
・地区間を背後で結ぶ道路をつくる

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と

近くに高地がない
ので心配

海岸で津波が心配
近くに大きな川があ
る

津波が心配

商店街は建物が密
集していて火災が
恐い

土砂崩れにより孤
立が心配

裏の山が崩れてくる

家が潰されて下敷
きになる

土地が柔らかい所
の家が傾く

避難場所がよくわ
からない

避難場所での生活
（特にトイレ）

救出する道具等の
所在がわからない

水に浸かりどこにも
いけなくなる（丘の
上に家がある）

逃げる時に道中が
心配

割れたガラスによる
怪我

･避難場所を被害を最小限に抑える努力をし、避難路
を整え、ルート作りをする
・各自、避難道、場所の確認（標識の設置）
・ガラスで怪我をしないため、フィルムをはる
・ソーラーとか、バッテリー式とかの電灯、方向灯とか
を整備する
・避難ルートマップ（縦看板）を、要所に建てる
・防災マップを作成する

町内でいない人の
確認ができるか？

防災組織があるか
どうかわからない

正確な情報が入手
できるかが心配

一人世帯の安否の
確認が心配

家族が離れていた
場合の連絡など

離れた家族の安
否・情報が得られな
い

地震の後地震の後地震の後地震の後
は？は？は？は？
普通に暮らせ普通に暮らせ普通に暮らせ普通に暮らせ
る？る？る？る？

開催地 須崎会場

自主防災会の組織
のありようをどのよ
うにしたらよいか？

自主防災組織がな
い

自主防災会の備品
のそろえ方をどのよ
うにするか

自主防災組自主防災組自主防災組自主防災組
織はどうやっ織はどうやっ織はどうやっ織はどうやっ
てつくる？てつくる？てつくる？てつくる？

実際の消火活動を
誰がやるのか決
まっていない

どの程度の責任を
役員が持たなけれ
ばならないのか不
安

地区でもっと関心を
持ってもらう
今は関心が少ない

自主防災会は最低
限、何をしなければ
ならないのか不安

自主防災会の理想
的な規約はどのよう
なものなのか？

避難対策の早期実
現（道、場所）

電気、ガス、水道が
使えない時の生活

事故処置の対応
（医療、食料問題）

・周辺地域も被害があるので、今までより大変である
ことを想定し、個々の備えが必要
・災害が起きてから何日か分の生活用品を各家庭で
用意しておく
・復旧に備えた個人支援制度の確立

自主防災会の予算
がない

防災計画を具体的
に立てるべきかどう
か迷っている

・地域内で自助、共助を基に、小ブロックに別け、一人
の落ちこぼれもない体制作り
・行政からの予算的支援の充実
・人の気持ちが大切なので、町内の意識を高め、行政
の力を借りる
・町内のつながりを大切にする

現状の把握現状の把握現状の把握現状の把握

津波が心配である
（老人対策）

けが人等への対策
が心配

高齢者が多くなった
ので自分で出来な
い

・ヘリポート基地を多く設置する
・防災組織作りの中で担当を決めていく　町民の取り
組みが大切

・被災を予想されていない他県の自治体との支援体制
の確立

お年寄りはどお年寄りはどお年寄りはどお年寄りはど
うするの？ケうするの？ケうするの？ケうするの？ケ
ガ人は誰が運ガ人は誰が運ガ人は誰が運ガ人は誰が運
ぶの？ぶの？ぶの？ぶの？

防災無線（スピー
カー）からの音が聞
きとれない

地震後の家屋、そ
の他の保険制度の
見直しが一番大事
なことだと思ってい
る

避難場所は避難場所は避難場所は避難場所は
安全？安全？安全？安全？

情報の共有情報の共有情報の共有情報の共有
は？は？は？は？
だれが知ってだれが知ってだれが知ってだれが知って
るの？るの？るの？るの？

・防災無線の機能を電気がなくても使用できるようにし
ておく
・あらゆる情報が取得できる窓口を作っておく
・組織の細分化とネットワーク作り？
・災害時の携帯サービスを使う　メールを使う

夜間安全に避難出
来るか不安

避難場所がガラス
張りの体育館のた
め心配


